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登

要
　
旨

中
国
地
方
を
南
流
し
て
瀬
戸
内
海
に
流
出
す
る
加
古
川
の
舟
運
開
発
は
、
近
世
初
期
の
文
祿
年
間
よ
り
は
じ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
阿
江

与
助
お
よ
び
伝
入
斉
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
加
古
川
舟
運
開
発
は
、
四
つ
の
区
間
に
分
け
ら
れ
て
、
下
流
よ
り
上
流
に
向
か
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
当
時
の
舟
運

路
開
削
技
術
、
操
船
技
術
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

加
古
川
、
舟
運
開
発
、
阿
江
与
助

四
三

〈
論
　
文
（
交
通
経
済
史
）
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は
じ
め
に

加
古
川
は
、
中
国
山
地
に
源
を
発
し
、
ほ
ぼ
直
線
に
南
下
し
て
、
a

砂
湊
で
瀬
戸
内
海
に
流
出
す
る
。
こ
の
川
を
横
切
っ
て
渡
る
渡

船
は
、
中
世
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
１
）、

縦
に
走
る
水
運
は
近
世
初
期
に
阿
江
与
助
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
開
発
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。『
明
治
以
前
・
日
本
土
木
史
』
は
、
加
古
川
中
流
の
瀧
野
よ
り
川
口
の
a

砂
湊
に
至
る
水
運
路
に
つ
い
て
、
次
の
如
く

記
し
て
い
る
。

「
豊
臣
秀
吉
姫
路
在
城
の
節
、
加
東
郡
瀧
野
村
河
a

の
産
阿
江
與
助
源
正
友
が
開
発
を
願
出
で
、
文
祿
三
年
奉
行
生
駒
玄
蕃
頭
の
命

を
受
け
、
私
財
を
投
じ
て
瀧
野
よ
り
a

砂
港
に
至
る
間
、
数
個
所
の
厳
石
を
開
鑿
し
、
浅
瀬
を
浚
渫
し
、
舟
筏
航
行
の
便
を
開
き
た

り
」

こ
れ
は
、
阿
江
与
助
の
水
運
路
開
発
を
簡
明
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
、
幕
末
期
の
阿
江
家
由
緒
書
等

を
見
て
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
全
て
事
実
と
し
て
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
一

行
目
に
書
か
れ
て
い
る
「
豊
臣
秀
吉
の
姫
路
在
城
」
は
、
天
正
十
二
年
頃
ま
で
の
天
正
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
与
助
が
開
発
出
願
を

し
た
と
す
れ
ば
、
次
に
「
文
祿
三
年
」
と
あ
る
の
は
誤
り
と
な
る
。
ま
た
、
生
駒
玄
蕃
頭
が
秀
吉
の
奉
行
で
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
も
な

い
。そ

こ
で
先
ず
、
こ
の
記
事
の
検
討
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
阿
江
家
に
残
る
文
書
の
中
に
は
、
幕
末
期

の
由
緒
書
ば
か
り
で
な
く
、
与
助
の
水
運
路
開
発
等
に
触
れ
た
文
書
が
多
数
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、
近
世
初
期
の

加
古
川
水
運
路
開
発
の
全
体
像
の
再
検
討
を
試
み
て
み
た
い
。

ま
た
、
加
古
川
中
流
の
瀧
野
村
前
の
河
中
に
は
、
後
に
「
闘
龍
灘
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
岩
場
が
存
在
し
、
こ
れ
を
越
え
て
船

四
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を
通
す
こ
と
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
加
古
川
の
上
流
か
ら
下
る
船
は
、
こ
こ
で
船
荷
の
積
み
替
え
を
し

て
い
た
の
で
、
加
古
川
水
運
は
こ
れ
を
境
と
し
て
下
流
部
と
上
流
部
と
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
瀧
野
よ
り
河
口

の
a

砂
湊
に
至
る
「
瀧
野
川
」
と
称
さ
れ
た
部
分
と
、
上
流
本
郷
よ
り
田
a

を
経
て
瀧
野
に
至
る
。「
本
郷
川
」「
田
a

川
」
と
呼
ば
れ

る
部
分
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
加
古
川
水
運
を
、
幾
つ
か
の
部
分
に
分
け
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

一
　
瀧
野
―
大
門
間
水
運
路

前
述
の
如
く
、
阿
江
家
に
残
る
史
料
の
中
に
は
、
与
助
の
水
運
路
開
発
に
触
れ
た
文
書
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
を
、
開

発
の
時
期
、
秀
吉
の
姫
路
在
城
時
か
文
祿
三
年
か
、
生
駒
玄
蕃
頭
は
秀
吉
の
奉
行
か
、
与
助
の
開
発
は
生
駒
の
命
に
よ
る
の
か
、
開
発

区
間
は
瀧
野
―
a
砂
か
、
等
々
の
視
点
に
立
っ
て
表
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
開
発
時
期
を
秀
吉
の
姫
路
在
城
時
と
し
て
、
生
駒
を
秀
吉
の
奉
行
と
す
る
記
事
は
、
幕
末
の
万
延
、
文
久
期
に
至

っ
て
初
め
て
現
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
開
発
時
期
を
文
祿
三
年
或
い
は
文
祿
年
間
と
す
る
記
事
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
多
数
み
ら
れ

る
。
後
述
の
如
く
開
発
時
期
は
文
祿
年
間
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
秀
吉
姫
路
在
城
時
や
生
駒
氏
の
秀
吉
奉
行
と
い
う
記
事
は
お
そ
ら
く

誤
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
万
延
、
文
久
期
の
文
書
で
は
、
開
発
主
を
殆
ど
の
文
書
が
、「
与
助
」
と
す
る
の
に
対
し
、「
阿
江
与
左
衛
門
」
と
し
て
い
る
。

開
発
主
を
「
与
左
衛
門
」
と
す
る
文
書
は
、
こ
れ
以
前
で
は
享
保
四
年
に
一
点
の
み
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た
、
正
徳
・
享
保
期
の
文
書
に
始
め
て
現
わ
れ
る
「
姫
路
御
地
頭
」
と
は
、
姫
路
藩
主
を
指
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
祿
期
の
姫
路
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城
主
は
木
下
家
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
も
誤
り
で
あ
ろ
う
。

生
駒
玄
蕃
頭
の
肩
書
き
は
、
近
世
初
期
の
文
書
か
ら
「
御
地
頭
」
と
す
る
も
の
が
多
い
。
文
祿
期
に
は
瀧
野
村
の
領
主
で
あ
っ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

水
運
路
開
発
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
天
和
・
貞
享
期
の
文
書
以
降
は
殆
ん
ど
瀧
野
―
a
砂
間
を
与
助
一
人
で
実
施
し
た
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
寛
文
・
延
宝
期
に
与
助
を
「
曽
祖
父
」
と
呼
ぶ
九
郎
兵
衛
が
書
い
た
文
書
（
２
）

で
は
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

「
a
砂
A
加
東
郡
大
門
村
迄
航
路
、
印
南
郡
之
内
磯
部
村
彦
兵
衛
、
加
東
郡
垂
井
村
三
郎
右
衛
門
と
申
も
の
、
川
を
切
明
、
舟
通
シ
申

ニ
付
」

と
あ
り
、
ま
た
、

「
私
曽
祖
父
上
瀧
野
村
庄
屋
与
助
と
申
も
の
被
仰
付
、
大
門
村
A
瀧
野
村
迄
川
ヲ
切
明
、
舟
入
申
候
ニ
付
」

と
あ
っ
て
、
大
門
村
よ
り
a

砂
湊
ま
で
は
磯
部
村
彦
兵
衛
と
垂
井
村
三
郎
右
衛
門
が
水
運
路
開
発
を
行
な
い
、
瀧
野
村
よ
り
大
門
村

ま
で
を
与
助
が
担
当
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
与
助
を
「
祖
父
」
と
呼
ぶ
九
郎
太
夫
の
書
い
た
文
書
（
３
）

で
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
九
郎
大
夫
の
書
い
た
正
保
三
年
の
文
書
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
所
は
、
開
発
時
期
を
「
大
閤
様
御
代
」
と
し
た
だ
け
で
、「
文

祿
三
年
」
と
い
う
具
体
的
な
年
号
を
書
い
て
い
な
い
点
と
、
大
門
村
よ
り
下
流
の
彦
兵
衛
、
三
郎
右
衛
門
の
開
発
と
、
項
を
改
め
て
瀧

野
―
大
門
間
の
開
発
を
書
き
、
こ
の
両
者
の
間
に
時
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
読
み
と
れ
る
点
で
あ
る
。

寛
文
八
年
に
与
助
の
曽
孫
に
当
る
九
郎
兵
衛
の
書
い
た
文
書
（
４
）

か
ら
、
何
故
か
「
文
祿
三
年
」
と
い
う
年
号
が
登
場
し
、
そ
の
後
明

治
期
ま
で
長
く
踏
襲
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
与
助
が
行
な
っ
た
開
発
は
、
大
門
村
よ
り
下
流
の
舟
運
の
成
立
を
見
て
か
ら
、
開
始
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

加
古
川
中
流
、
瀧
野
村
以
下
の
水
運
開
発
に
触
れ
た
文
書
を
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
（
表
１
）、
そ
の
記
事
は
年
代
が
下
が
る
に

四
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記事一覧 

a砂―瀧野 

与助 

 

 

 

 

○  

○  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

○  

 

 

 

○  

 

○  

○  

○  

○  

開発主 

 

祖父与助 

曽祖父与助 

庄屋与助 

曽祖父与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

与左エ門 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

大庄屋先祖 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖与助 

先祖之者 

先祖与助 

阿江与左エ門 

阿江与左エ門 

阿江与輔 

先祖与助 

筆者 

 

九郎大夫 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

手代惣左エ門 

九郎兵衛 

九郎大夫 

九郎大夫 

九郎大夫 

九郎大夫 

九郎大夫 

町野角大夫 

九郎大夫 

九郎大夫 

大庄屋吉蔵 

不　明 

九郎兵衛 

不　明 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

赤松重寿 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

九郎兵衛 

依 拠 史 料 名  

 

新町より種々新法仕候ニ付先規A有来候通御理り申上候条々 

覚、 

覚、 

覚、 

覚、 

乍恐口上書を以申上候 

瀧野村a瀬舟之始り由来書 

覚、 

乍恐御断奉申上候御事 

乍恐謹而奉言上仕候返答書 

覚、 

御尋被為遊乍恐言上仕候 

乍恐口上 

覚、 

瀧野川船座由緒 

田a川a瀬船座之儀ニ付御尋被為成口上之覚 

両船座共銘々役人吟味仕左ニ申上候 

播州加東郡滝野川船座由来書 

滝野村船座由来書 

播州加東郡滝野川船座由来 

播州瀧野村a瀬船初り并住古A船座由緒書 

瀧野川a瀬船初り船座由緒并證拠一札之写シ書上 

（口上書） 

瀧野川船座御運上由来書、 

乍恐書付ヲ以奉申上候口上、 

御運上銀納御印證 

由緒書 

由緒書 

乍恐以書附由緒奉申上候 

○印─記載アリ  
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表１　瀧野川開発 

年月日  

正保  3 .  8 . 2 6  

寛文  8 .  4 . 2 0  

延宝  3 .  4  

延宝  7 .  3  

天和  2 .  8  

貞享  2 .  4  

貞享  4 .  2  

（宝永 4.）8 

正徳  5 .  6  

享保  4 .  6 . 1 8  

享保  5 . 1 2  

享保1 5 .  5  

享保1 5 .  6 . 2 4  

享保1 7 .  5  

元文  5 .  1  

元文  5 .  1  

元文  5 .  3  

寛保  1 . 1 1  

寛保  2  

寛延  2  

（寛延 2） 

（安永 2） 

享和  1 .  6  

文化  2 .  2  

文政  3 .  8  

万延  1 . 1 1  

文久  2 .  2  

不明  

明治  2 .  2 . 1 9

太 閤 代  

　  

○  

○  

○  

○  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姫路御在城 

姫路御在城 

姫路御在城 

○  

文祿３年 

　  

 

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

文祿年中 

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

文祿年中 

○  

○  

○  

○  

○  

○  

 

○  

○  

○  

○  

○  

地 頭  

　  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

姫路御地頭 

姫路御奉行 

姫路御地頭 

○  

 

 

 

○  

 

○  

○  

○  

○  

○  

○  

 

 

御奉行 

御奉行 

御奉行 

姫路御地頭 

a砂―大門 

彦兵エ、三郎右エ門 

○  

○  

○  

○  

大門―瀧野 

与助 

○  

○  

○  

○  

生駒玄蕃頭の命 

　  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○  

○ 

○ 

願申上 

○  

 

 

 

○  

 

○  

○  

○  

○  

○  

○  

念願 

 

○ 

○ 

○ 

願上、○ 

記 載  

○印─記載アリ  



従
っ
て
誤
り
が
多
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
か
最
近
の
研
究
で
は
（
５
）、

幕
末
期
の
由
緒
書
等
を
使
う
の
で
は
な
く
、
最
も
古
い
、

即
ち
与
助
の
開
発
時
点
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
正
保
三
年
の
文
書
（
６
）

を
基
礎
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
正
保
三
年
の
文
書
よ
り
な
お
古
い
と
思
わ
れ
る
「
覚
書
」
（
７
）

が
、
阿
江
家
文
書
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
年
月
日
も
な
く
、
そ
れ
も
後
の
写
な
の
で
誤
読
、
誤
写
も
多
く
意
味
不
明
の
箇
所
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
こ
れ
迄
の

文
書
に
は
見
ら
れ
な
い
興
味
深
い
記
事
が
散
見
す
る
の
で
、
こ
れ
を
基
と
し
て
舟
運
開
発
を
考
え
て
み
た
い
。

先
ず
「
覚
書
」
を
見
る
と
、
最
初
の
表
題
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
同
（
元
和
）
七
年
酉
A
瀧
野
荷
物
運
上
ニ
被
成
、
唯
今
ニ
瀧
野
村
九
郎
兵
衛
相
勤
申
候
」

こ
の
文
中
に
現
れ
る
「
九
郎
兵
衛
」
は
、
正
保
三
年
の
文
書
を
書
い
た
九
郎
大
夫
の
親
で
あ
り
、
与
助
の
長
男
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
「
覚
書
」
は
元
和
末
年
か
ら
寛
永
初
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
覚
書
」
の
最
初
は
、
瀧
野
村
か
ら
三
木
城
に
か
け
て
の
地
域
の
、
元
亀
〜
天
正
頃
の
諸
豪
族
、
土
豪
層
の
争
乱
を
記
し
、
そ
こ
に

秀
吉
の
勢
力
が
の
び
て
き
て
三
木
城
主
は
秀
吉
の
臣
・
中
川
右
衛
門
大
夫
秀
政
と
な
り
、
瀧
野
村
も
そ
の
領
地
と
な
る
が
、
秀
政
は
朝

鮮
出
兵
中
に
戦
死
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、「
其
後
伏
見
ニ
有
テ
生
駒
玄
蕃
殿
領
ニ
ナ
ル
」
と
あ
っ
て
、
文
祿
期
に
生
駒
玄
蕃
の

領
地
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
憶
が
、
そ
の
後
長
く
「
御
地
頭
、
生
駒
玄
蕃
頭
様
」
と
記
さ
れ
る
基
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
記
事
に
続
い
て
、「
文
録
（
マ
マ
）
元
ヨ
リ
慶
長
之
始
、
為
年
貢
薪
等
歩
持
、
塩
市
村
持
運
、
今
市
村
与
兵
衛
へ
渡
シ
伏
見
送
上
」
と
あ

る
。
即
ち
、
文
祿
、
慶
長
期
に
は
年
貢
と
し
て
の
薪
等
を
、
今
市
村
の
与
兵
衛
を
通
し
て
伏
見
に
送
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
加
古
川
の

川
口
は
ま
だ
a
砂
で
は
な
く
今
市
に
あ
り
、
今
市
は
瀬
戸
内
廻
船
の
湊
で
あ
っ
た
（
８
）。

与
兵
衛
は
お
そ
ら
く
今
市
の
廻
船
問
屋
で
も
あ
ろ
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う
か
。
こ
の
今
市
ま
で
塩
市
村
を
経
由
し
て
年
貢
等
を
陸
送
し
て
い
る
。
こ
の
時
、「
磯
部
村
彦
兵
衛
、
垂
井
村
三
郎
右
衛
門
、
平
田

船
作
川
筋
荷
物
自
由
ス
ル
事
、
与
兵
衛
語
申
ニ
」
と
、
お
そ
ら
く
年
貢
納
入
責
任
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
磯
部
村
彦
兵
衛
と
垂
井
村

三
郎
右
衛
門
に
、
陸
送
で
は
な
く
平
田
船
を
作
っ
て
、
加
古
川
筋
で
荷
物
を
自
由
に
輸
送
す
る
事
を
与
兵
衛
が
提
案
し
た
と
い
う
。

「
爰
ニ
瀧
野
村
公
文
屋
敷
阿
江
左
兵
衛
佐
与
申
古
武
士
、
三
草
村
ノ
塩
市
、
村
ニ
立
所
ナ
レ
ハ
、
往
来
之
川
越
之
渡
シ
船
作
り
所
持
ス
、

此
船
を
借
り
、
薪
十
荷
積
三
人
シ
テ
今
市
へ
乗
下
り
、
磯
部
、
垂
井
、
今
市
ト
申
合
、
平
田
船
調
へ
、
伏
見
ヘ
用
事
ヲ
調
、
是
文

録
（
マ
マ
）

四
迄
」、

そ
こ
で
、
彦
兵
衛
、
三
郎
右
衛
門
、
与
兵
衛
の
三
人
は
、
瀧
野
村
公
文
屋
敷
に
住
む
阿
江
左
兵
衛
の
持
つ
渡
船
を
借
り
、
薪
十
荷
を

積
ん
で
、
お
そ
ら
く
垂
井
村
か
ら
で
あ
ろ
う
が
今
市
ま
で
乗
り
下
っ
た
。
こ
の
試
験
航
行
は
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
こ
の
三

人
は
平
田
船
を
作
り
、
加
古
川
水
運
に
よ
る
伏
見
へ
の
年
貢
等
の
輸
送
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
文
祿
四
年
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
扨
、
右
左
兵
衛
末
与
助
、
岩
ノ
舟
通
ヲ
垂
井
村
迄
切
明
ケ
、
完
粟
川
ノ
a
瀬
船
ヲ
買
廻
シ
、
近
辺
諸
荷
物
下
シ
、
瀧
野
村
与
助
、
利

兵
衛
、
六
右
衛
門
a
瀬
船
持
初
、
荷
物
有
之
候
」

い
よ
い
よ
阿
江
与
助
の
登
場
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
垂
井
村
よ
り
下
流
の
舟
運
の
盛
況
を
見
た
与
助
は
、
瀧
野
村
よ
り
垂
井
ま
で
の
舟

運
開
設
を
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
は
岩
場
が
あ
り
、
簡
単
に
は
通
船
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
所
々
の
岩
の
間
に
舟
通
し
を
切

り
明
け
る
開
削
工
事
を
実
施
し
た
。
こ
れ
が
後
々
ま
で
瀧
野
川
の
水
運
路
開
発
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
工

事
を
完
成
さ
せ
た
与
助
は
、「
完
粟
川
ノ
高
瀬
船
ヲ
買
廻
シ
」
と
「
完
粟
川
」
即
ち
揖
保
川
の
a

瀬
船
を
買
っ
て
廻
送
し
て
い
る
。
こ

れ
が
加
古
川
に
a

瀬
船
が
浮
ん
だ
最
初
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
揖
保
川
か
ら
の
水
運
技
術
の
導
入
が
考
え
ら
れ
る
。
与
助
は
、
こ
の
a

瀬
船
に
よ
っ
て
近
隣
諸
村
か
ら
出
る
諸
産
物
・
荷
物
を
下
流
地
域
に
積
み
下
し
た
。
こ
の
頃
、
瀧
野
村
で
a

瀬
船
を
持
つ
者
は
、
与
助
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の
他
に
利
兵
衛
、
六
右
衛
門
が
い
た
と
い
う
。

こ
れ
が
、「
覚
書
」
に
み
る
加
古
川
水
運
路
開
発
へ
の
動
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
。
ま
ず
第

一
に
、
加
古
川
下
流
の
水
運
は
、
年
貢
輸
送
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
主
体
は
河
口
湊
で
あ
る
今
市
の
与
兵
衛
と

年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う
磯
部
村
、
垂
井
村
の
土
豪
層
と
思
わ
れ
る
二
人
と
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
加
古
川
に
初
め
て
浮
ん

だ
川
船
は
「
平
田
船
」
で
あ
り
、
そ
の
後
に
「
a

瀬
船
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
阿
江
与
助
の
実
施
し
た
通
船
路
開
発
は
、
瀧

野
村
よ
り
垂
井
村
の
区
間
で
あ
り
、
今
市
村
与
兵
衛
等
三
人
が
行
っ
た
垂
井
よ
り
下
流
の
通
船
で
は
、
舟
通
切
明
け
等
の
記
事
が
見
え

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
川
中
の
開
削
工
事
等
は
殆
ど
不
要
で
あ
り
、
川
船
を
調
達
さ
え
す
れ
ば
通
船
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
で

あ
る
。
ま
た
、
今
市
村
与
兵
衛
等
が
行
な
っ
た
通
船
事
業
と
、
阿
江
与
助
の
実
施
し
た
舟
運
路
開
削
工
事
と
の
間
に
は
、
わ
ず
か
な
が

ら
も
時
間
的
差
が
あ
っ
た
と
読
め
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
阿
江
与
助
の
実
施
し
た
工
事
は
、
文
祿
四
年
以
降
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
後
の
正
保
三
年
の
文
書
以
降
、
与
助
の
舟
運
路
開
発
の
区
間
は
、
瀧
野
村
よ
り
大
門
村
ま
で
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
た
だ
こ
の
「
覚
書
」
に
、「
此
年

（
慶
長
九
年
）、
二
見
村
藤
左
衛
門
、
分
一
物
ヲ
運
上
ニ
シ
テ
、
大
門
村
迄
改
」

と
あ
る
。
こ
の
文
意
は
十
分
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
二
見
村
の
藤
左
衛
門
が
運
上
金
上
納
を
条
件
に
、
大
門
村
よ
り
下

流
の
通
航
権
を
握
り
、
瀧
野
村
の
権
限
は
大
門
村
ま
で
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
与
助
の
実
施
し
た
開
削
工
事
区
域
も
こ
の
大

門
村
ま
で
の
区
間
内
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
大
門
村
を
境
と
す
る
思
考
に
繋
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
与
助
の
水
運
開
発
が
、
生
駒
玄
蕃
頭
の
命
に
よ
る
と
い
う
記
事
は
こ
の
「
覚
書
」
で
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。
お
そ
ら
く

与
助
の
開
発
を
権
威
付
け
る
た
め
に
、
後
に
な
っ
て
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
領
主
と
し
て
の
生
駒
氏
に
舟
運
開
発
の
許
可
を
求
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め
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
積
極
的
に
生
駒
氏
が
舟
運
開
発
を
命
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
与
助
が
a

瀬
船
に
よ
っ
て

最
初
に
積
み
下
し
た
荷
物
は
、「
近
辺
諸
荷
物
」
や
多
可
郡
よ
り
の
荷
物
で
あ
っ
て
（
９
）、

生
駒
氏
の
年
貢
米
等
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。与

助
の
長
男
で
あ
る
九
郎
兵
衛
の
代
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
覚
書
」
を
も
と
に
し
て
、
瀧
野
川
舟
運
路
開
発
を
見
て
き
た
が
、

与
助
の
実
施
し
た
開
削
工
事
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
知
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
む
し
ろ
後
述
の
田
a

川
の
開
削
工
事

の
実
態
か
ら
、
同
様
な
も
の
と
し
て
推
測
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

次
に
、
こ
の
水
運
路
開
発
が
河
川
水
運
の
独
占
的
な
特
権
（「
船
座
」）
と
な
り
、
後
に
引
継
が
れ
て
い
く
過
程
を
簡
単
に
見
て
お
き

た
い
。

瀧
野
川
で
は
、
文
祿
期
の
与
助
の
開
発
以
後
、
領
主
に
よ
る
運
上
金
等
の
賦
課
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
水
運
の
独
占
的
特
権
の
成
立

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
前
途
の
「
覚
書
」
に
は
瀧
野
村
よ
り
上
流
の
田
a

川
の
運
上
に
付
い
て
は
記
し
な
が

ら
、
元
和
以
前
の
瀧
野
川
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
は
じ
め
て
記
さ
れ

る
の
は
「
元
和
三
年
巳
年
本
多
忠
政
公
御
入
部
、
同
七
年
酉
A
瀧
野
荷
物
運
上
ニ
被
成（10
）」

と
い
う
記
事
か
ら
で
あ
る
。

元
和
三
年
、
姫
路
城
に
は
池
田
氏
に
代
っ
て
本
多
美
濃
守
忠
政
が
入
部
し
、
瀧
野
村
も
田
a

村
も
そ
の
領
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
元

和
七
年
、
本
多
氏
へ
の
出
入
商
人
で
大
坂
の
蔵
本
を
勤
め
る
橋
本
浄
全
等
の
願
に
よ
り
、
瀧
野
川
水
運
は
田
a

川
水
運
と
共
に
「
舟

扮さ
ば
き

御
運
上
」
場
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
は
、
水
運
を
独
占
し
、
川
船
の
積
荷
か
ら
運
上
金
等
を
徴
収
し
て
領
主
へ
の
上
納

を
請
負
う
、
後
に
「
船
座
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
成
立
で
あ
る
。

こ
の
時
の
請
負
人
は
、
大
坂
町
人
橋
本
淨
全
と
姫
路
の
左
兵
衛
、
神
吉
の
九
兵
衛
の
三
名
で
あ
っ
た
（
11
）。

し
か
し
、
こ
の
橋
本
淨
全
等
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に
よ
る
請
負
は
三
年
間
で
終
り
、
元
和
九
年
三
月
か
ら
は
再
び
田
a
村
の
船
持
と
瀧
野
村
九
郎
兵
衛
の
請
負
と
な
っ
た
（
12
）。

こ
の
時
の
運

上
金
額
は
「
銀
三
貫
目
」
で
、
そ
の
内
「
壱
貫
目
者
瀧
野
ニ
て
米
や（
宿
）
と
仕
候
運
上
」
（
13
）

で
瀧
野
村
九
郎
兵
衛
が
負
担
し
、「
壱
貫
目
者
多

可
郡
田
a

村
川
な
ミ
ノ
運
上
」
で
田
a

村
伝
入
斉
が
負
担
し
た
。
残
り
の
壱
貫
目
は
「
加
東
郡
へ
方
々
A
出
ル
す
ミ
木
万
五
分
一
之
運

上
」
と
あ
る
よ
う
に
（
14
）、「

五
分
一
運
上
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
課
税
の
対
象
は
「
川
筋
江
出
申
候
炭
・
抹
香
・
薪
・
惣
而
山
荷
物（15
）」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
相
御
運
上
」
と
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
瀧
野
と
田
a

共
同
の
請
負
で
、
具
体
的
に
は
瀧
野
村
で
徴
収
し
て
両
方
へ

配
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
半
額
を
上
納
し
た
。

そ
の
後
寛
永
八
年
に
姫
路
城
主
が
本
多
甲
斐
守
政
朝
に
代
る
と
、
田
a

村
は
政
朝
の
子
本
多
内
記
政
勝
の
領
地
と
な
り
、
運
上
等
は

内
記
へ
上
納
し
、
瀧
野
村
は
引
続
き
政
朝
領
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
納
入
先
が
別
れ
た
（
16
）。

次
い
で
寛
永
十
一
年
、
瀧
野
川
・
田
a

川
の
運
上
座
と
も
、
本
多
氏
よ
り
「
御
扶
持
被
遣
候
町
人
」
（
17
）

と
い
わ
れ
る
江
戸
の
御
用
商

人
・
渡
部
忠
八
の
請
負
と
な
っ
た
（
18
）。

そ
し
て
寛
永
十
六
年
、
本
多
氏
が
移
封
と
な
り
、
代
っ
て
松
平
下
総
守
忠
明
が
姫
路
に
入
部
す
る
と
、
渡
部
忠
八
の
請
負
は
終
り
、

再
び
両
舟
座
は
地
元
の
請
負
に
戻
っ
た
。

こ
の
時
、
田
a

村
は
天
領
と
な
っ
た
が
、
姫
路
藩
領
に
残
っ
た
瀧
野
村
で
は
、
そ
の
後
の
天
和
二
年
、
本
多
中
務
大
輔
忠
国
の
入
部

に
よ
り
貞
享
二
年
四
月
か
ら
渡
部
忠
八
の
子
孫
に
当
る
「
御
普
代
町
人
」
渡
部
五
郎
八
が
、「
先
祖
忠
八
相
勤
候
例
ニ
而
被
仰
付
（
19
）」

と
、

先
祖
の
勤
め
た
先
例
に
よ
り
瀧
野
川
船
座
を
請
負
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
宝
永
元
年
の
本
多
氏
の
移
封
ま
で
続
い
た
が
、
そ
の
後
は

瀧
野
村
の
阿
江
家
の
請
負
は
変
ら
ず
、
明
治
の
船
座
廃
止
ま
で
継
続
し
た
。
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二
　
大
門
―
a
砂
間
水
運
路

垂
井
・
大
門
村
辺
よ
り
下
流
の
水
運
は
、
前
述
の
如
く
今
市
村
与
兵
衛
・
磯
部
村
彦
兵
衛
・
垂
井
村
三
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
文
祿
期

か
ら
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
後
慶
長
九
年
に
、
前
述
の
二
見
村
の
藤
左
衛
門
が
運
上
金
上
納
を
条
件
に
、
大
門
村
よ
り
下
流
の
通
船
権
を
握
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
内
容
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
れ
が
、
下
流
地
域
に
お
け
る
水
運
特
権
成
立
の
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
に
こ
れ
が
ど
の
様
に
引
継
が
れ
て
い
っ
た
か
不
明

で
あ
る
が
、
寛
永
期
に
な
る
と
粟
生
村
の
八
兵
衛
が
現
わ
れ
る
。

「
来
住
村
A
上
そ
か
い
村
の
間
、
方
々
よ
り
出
申
候
諸
商
人
荷
物
ハ
不
及
申
、
御
公
儀
御
荷
物
共
舟
さ
は
き
、
粟
生
村
八
兵
衛
ニ
被
仰

付
候
（
20
）」

と
あ
る
如
く
、
大
門
村
対
岸
の
上
曽
我
井
村
よ
り
来
住
村
ま
で
の
間
の
全
て
の
荷
物
の
「
舟
さ
は
き
（
舟
捌
）」
を
粟
生
村
八
兵
衛

が
独
占
し
た
。

「
如
何
様
之
荷
物
ニ
て
も
舟
ニ
積
申
物
ハ
、
八
兵
衛
ニ
断
申
筈
ニ
候
間
、
若
商
人
な
と
ハ
様
子
存
間
敷
間
、
其
荷
物
出
申
湊
よ
り
商
人
ニ

様
子
申
聞
、
八
兵
衛
方
ヘ
舟
之
か
つ
て
ん
さ
せ
、
八
兵
衛
指
図
之
舟
ニ
積
セ
申
様
ニ
可
被
仕
候
（
21
）」

と
代
官
よ
り
各
村
々
へ
達
し
て
い
る
。
即
ち
、「
粟
生
村
船
座
」
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
し
た
文
書
に
は
年
号
が
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
差
出
人
の
一
人
で
あ
る
井
川
加
兵
衛
は
、
寛
永
十
六
年
に
姫
路
に
入
部
し
た
松
平
下
総
守
忠
明
の
代
官
で
寛
永
期
よ
り
活
動

し
て
い
る
の
で
（
22
）、

粟
生
船
座
の
成
立
は
、
瀧
野
川
・
田
a
川
船
座
の
請
負
が
地
元
に
戻
っ
た
寛
永
十
六
年
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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そ
の
時
の
請
負
運
上
額
は
、「
銀
六
拾
目
」
で
あ
っ
た
と
も
云
わ
れ
る
が
（
23
）

明
ら
か
で
は
な
い
（
24
）。

そ
の
後
、
こ
の
粟
生
船
座
は
上
曽
我
井

村
よ
り
下
流
の
加
古
川
の
西
岸
に
沿
っ
た
村
々
を
、
独
占
的
な
「
船
捌
場
」
と
し
て
、
そ
の
権
限
は
下
流
の
下
来
住
村
ま
で
及
ん
だ
（
25
）。

こ
の
粟
生
村
の
対
岸
で
あ
る
加
古
川
東
岸
は
、
粟
生
村
船
座
に
宛
て
た
太
郎
太
夫
村
船
持
惣
代
の
一
札
（
26
）

に
、「
古
来
よ
り
貴
殿
川
西

岸
、
我
等
方
は
東
岸
支
配
致
来
り
候
」
と
あ
る
如
く
、「
船
捌
」
は
万
勝
寺
川
の
合
流
点
に
あ
っ
た
太
郎
太
夫
村
の
権
限
で
あ
っ
た
よ

う
で
、
こ
こ
に
も
太
郎
太
夫
村
を
中
心
と
す
る
「
船
座
」
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
よ
り
下
流
に
は
、
船
頭
村
が
あ
る
。
正
徳
五
年
に
船
頭
村
船
持
の
出
し
た
「
口
上
覚
（
27
）」

に
は
、

「
東
ハ
同
領
加
古
郡
大
野
村
よ
り
a

砂
迄
、
西
は
同
領
印
南
郡
池
尻
村
よ
り
荒
井
村
・
魚
崎
村
迄
之
内
、
村
々
多
く
御
座
候
得
共
、

井
堰
船
・
横
渡
船
よ
り
外
は
為
持
不
申
候
」

と
あ
っ
て
、
船
頭
村
は
沿
岸
村
々
に
渡
船
等
以
外
の
荷
船
の
所
有
を
禁
じ
、
荷
物
輸
送
を
独
占
し
て
い
る
。
加
古
川
の
東
岸
を
大
野

村
よ
り
a

砂
ま
で
、
西
岸
を
池
尻
村
よ
り
魚
崎
ま
で
で
は
、
加
古
川
の
最
下
流
域
を
殆
ん
ど
含
ん
で
お
り
、
こ
こ
に
も
水
運
の
独
占
的

権
域
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
田
a
―
瀧
野
間
水
運
路

瀧
野
村
よ
り
上
流
の
、
田
a

村
ま
で
の
水
運
路
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
「
明
治
以
前
・
日
本
土
木
史
」
は
、
次
の
如
く
記
し
て
い
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る
。「

瀧
野
よ
り
多
可
郡
黒
田
庄
村
に
至
る
田
a

川
（
現
称
加
古
川
）
は
、
瀧
野
川
と
同
じ
く
巌
石
介
在
し
、
舟
筏
の
航
路
に
適
せ
ざ
り

し
が
、
慶
長
九
甲
辰
年
姫
路
城
主
池
田
三
左
衛
門
輝
政
よ
り
、
開
発
の
命
を
承
け
、
巖
石
を
開
鑿
し
、
浅
瀬
を
浚
渫
し
、
舟
筏
航

通
の
便
を
開
始
し
た
り
。」

こ
れ
に
は
、
開
発
主
体
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
記
事
の
元
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
幕
末
期
・
文
久
二
年
の
阿
江
家

「
由
緒
書
」
（
28
）

に
は
、

田
a
川
開
発
之
事

一
田
a
川
茂
同
様
、
岩
石
多
通
船
不
相
成
候
ニ
付
、
瀧
野
川
開
発
之
引
続
を
以
、
慶
長
九
甲
辰
年
姫
路
御
城
主
從
　
池
田
三
左
衛
門
様

阿
江
與
輔
并
田
a

村
伝
入
斉
両
人
江
開
発
被
為
　
仰
付
候
ニ
付
、
所
々
岩
石
切
開
、
難
瀬
掘
浚
、
川
瀧
敷
板
等
相
用
ひ
、
通
船
并

筏
ヲ
乘
下
ケ
候
様
相
成
候
ニ
付
、
為
御
褒
美
伝
入
斉
江
船
座
被
為
　
仰
付
、
開
発
之
依
由
緒
、
田
a

座
A
積
下
ケ
候
諸
荷
物
、
当

船
座
付
ニ
相
究
候

と
あ
っ
て
、
瀧
野
川
水
運
路
の
開
発
に
引
続
き
、
慶
長
九
年
に
姫
路
城
主
池
田
三
左
衛
門
の
命
に
よ
り
阿
江
与
輔
及
び
田
a

村
の
伝

入
斉
の
二
名
が
田
a

川
の
開
削
工
事
等
を
行
っ
て
、
水
運
路
を
開
い
た
。
そ
の
褒
美
と
し
て
伝
入
斉
は
船
座
の
権
利
を
得
、
与
輔
は
田

a
辺
よ
り
積
下
る
諸
荷
物
を
一
手
に
引
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
「
由
緒
書
」
の
記
事
は
、
前
項
で
も
検
討
し
た
如
く
、
全
て
が
正
し
い
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
開
発

時
に
最
も
近
い
文
書
を
基
に
し
て
再
検
討
し
て
み
よ
う
。

前
掲
の
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
「
覚
書
」
に
は
、
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「
慶
長
九
ニ
田
a
川
船
道
ヲ
切
、
a
瀬
船
遣
イ
初
」

と
あ
っ
て
、
慶
長
九
年
に
田
a

川
の
開
発
が
始
っ
た
事
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
の
田
a

川
開
発
を
記
し
た
文
書
も
、
全
て
幕
末

の
も
の
に
至
る
ま
で
「
慶
長
九
年
」
と
し
て
い
る
。
文
祿
末
か
ら
慶
長
初
年
の
瀧
野
川
の
通
船
の
成
功
を
見
た
上
で
こ
の
開
発
事
業
は

開
始
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
開
発
開
始
の
年
代
と
し
て
「
慶
長
九
年
」
は
妥
当
な
年
と
思
わ
れ
る
。

「
覚
書
」
に
次
い
で
、
田
a

川
の
開
発
に
つ
い
て
記
し
た
最
も
古
い
文
書
は
、
明
暦
三
年
の
「
乍
恐
言
上
」
（
29
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
田
a

川
開
発
に
係
わ
っ
た
と
云
わ
れ
る
伝
入
斉
の
子
か
孫
と
思
わ
れ
る
舟
町
新
田
の
伝
左
衛
門
他
四
名
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
次
の

如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
田
a

舟
町
a

瀬
舟
之
始
り
、
慶
長
九
年
　
池
田
三
左
衛
門
様
御
知
行
之
時
、
御
家
来
中
村
主
殿
頭
殿
へ
言
上
仕
、
御
證
文
致
頂
載
、

川
筋
普
請
仕
候
」

即
ち
、「
田
a

舟
町
a

瀬
舟
」
の
始
り
は
、
慶
長
九
年
に
当
時
領
主
で
あ
っ
た
姫
路
城
主
池
田
輝
政
の
家
臣
・
中
村
主
殿
頭
へ
願
い

出
て
、
そ
の
許
可
証
を
得
て
「
川
筋
普
請
」
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

後
の
幕
末
期
の
由
緒
書
等
に
、
こ
の
開
発
が
池
田
三
左
衛
門
の
命
に
よ
る
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
開
発
を
権
威
付
け
る
た
め
に
後
に

書
き
替
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
書
「
乍
恐
言
上
」
は
、
こ
れ
に
続
い
て
田
a
川
開
削
の
具
体
的
な
様
子
を
次
の
如
く
記
し
て
い
て
興
味
深
い
。

「
舟
町
A
瀧
野
村
迄
舟
路
切
明
、
津
万
瀧
四
百
間
余
、
野
村
瀧
五
百
間
余
も
大
な
め
ら
ニ
舟
み
ヲ（
チ
）

切
明
、
其
外
所
々
之
岩
を
慶
長
九

年
A
同
拾
一
年
九
月
迄
、
舟
持
中
と
し
て
石
切
を
や
と
ひ
、
の
ミ
つ
ち
け
ん
の
う
諸
道
具
相
調
、
加
数
人
普
請
仕
候
得
共
、
す
き

と
相
済
不
申
候
ニ
付
、
主
殿
頭
殿
へ
申
上
候
得
ハ
、
今
迄
造
作
苦
身
仕
候
義
不
便
ニ
候
間
、
石
切
之
上
手
御
借
し
可
被
成
と
被
仰
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候
ニ
付
、
則
申
請
、
石
切
衆
扶
持
方
諸
道
具
己
下
大
分
銀
子
を
出
シ
、
慶
長
拾
一
年
十
月
迄
ニ
両
瀧
其
外
普
請
出
来
仕
、
津
万
瀧

舟
路
を
横
壱
間
半
、
長
サ
拾
八
間
、
岩
を
切
、
板
を
敷
、
就
夫
舟
上
下
仕
候
ニ
付
」

即
ち
、
田
a

川
の
開
削
工
事
の
中
心
は
、「
津
万
瀧
」（
津
万
地
先
の
川
中
の
岩
場
を
瀧
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
）
と
「
野
村
瀧
」
に
あ

り
、「
津
万
瀧
」
は
長
さ
四
百
間
余
、「
野
村
瀧
」
は
五
百
間
余
も
あ
り
、
そ
こ
に
「
大
な
め
ら
ニ
舟
ミ
チ
ヲ
切
明
」
と
、
船
が
ス
ム
ー

ス
に
通
れ
る
だ
け
の
通
路
を
切
り
開
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
石
切
」
の
工
夫
を
雇
い
、
鑿
、
槌
、
玄
翁
等
の
諸
道
具
を
用
意

し
、
人
数
を
動
員
し
て
、
慶
長
九
年
よ
り
工
事
を
開
始
し
て
、
翌
慶
長
十
一
年
九
月
ま
で
続
行
し
た
。
し
か
し
「
す
き
と
相
済
不
申
」

と
あ
る
よ
う
に
、
簡
単
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
様
子
を
中
村
主
殿
頭
に
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
迄
苦
心
し
て
工
事
を

進
め
て
来
た
の
に
不
成
功
で
は
不
憫
で
あ
る
の
で
、「
石
切
之
上
手
」（
a

度
の
技
術
を
持
つ
石
切
の
集
団
で
あ
ろ
う
）
を
貸
し
て
や
ろ

う
と
云
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
こ
れ
を
借
請
け
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ
の
「
石
切
衆
」
へ
の
扶
持
や
諸
道
具
の
用
意
で
「
大
分
銀
子
を

出
し
」
と
、
多
く
の
出
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
慶
長
十
一
年
十
月
（
十
一
月
と
も
あ
る
（
30
））

ま
で
に
、
両
瀧
の
工
事
が
完
成
し
た
と
い
う
。
津
万
瀧
に
造
ら
れ
た
「
舟
路
」（
通
船
路
）
の
中
心
部
は
、
横
巾
一
間
半
、
長
さ
十
八

間
の
所
を
岩
を
切
り
開
き
、
水
底
に
板
を
敷
き
、
そ
の
上
を
舟
を
上
下
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
河
川
開
削
技
術
や
通
船
方
法
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
文
書
の
開
削

記
事
は
、
非
常
に
具
体
的
で
あ
る
。
書
か
れ
た
時
期
が
開
発
時
か
ら
わ
ず
か
五
十
数
年
後
で
あ
る
の
で
、
当
時
を
知
る
者
が
存
在
す
る

可
能
性
が
あ
っ
た
為
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
文
書
に
は
幾
つ
か
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
開
発
主
体
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
幕
末
期
の
阿
江
家
「
由

緒
書
」
等
に
あ
る
「
阿
江
与
助
」
や
「
伝
入
斉
」
と
い
う
名
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
伝
入
斉
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
人
物
が
書
い
た

本
文
書
に
於
て
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、「
石
切
衆
」（
開
削
技
術
集
団
）
を
雇
っ
て
開
発
を
推
進
し
た
の
は
、「
舟
持
中
と
し
て
」
と
あ
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る
よ
う
に
、
田
a

村
を
中
心
と
す
る
「
舟
持
中
」
で
あ
っ
た
。
勿
論
「
舟
持
」
は
、
舟
運
路
開
発
以
前
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、

後
に
舟
持
と
な
る
村
落
内
の
有
力
農
民
層
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
表
者
が
「
伝
入
斉
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

慶
長
十
一
年
末
ま
で
に
工
事
が
完
成
し
、
通
船
が
可
能
と
な
る
と
、
翌
慶
長
十
二
年
か
ら
姫
路
藩
は
通
船
の
権
利
を
与
え
る
と
共
に

運
上
金
を
課
し
た
。
こ
れ
が
後
に
「
船
座
」
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
「
覚
書
」
に
は
、

「
慶
長
十
二
、
田
a
川
運
上
ニ
ナ
ル
」

と
あ
る
。
こ
の
明
暦
三
年
の
文
書
（
31
）

に
は
、

「
右
、
川
な
ミ
為
御
運
上
、
三
左
衛
門
様
御
知
行
之
時
分
A
、
銀
子
拾
五
枚
ツ
ゝ
指
上
ケ
申
候
」

と
あ
っ
て
、
慶
長
十
二
年
よ
り
始
ま
る
田
a

川
の
運
上
金
額
が
「
銀
子
拾
五
枚
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
運
上
金
の
納

入
責
任
者
の
代
表
が
、「
伝
入
斉
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
田
a

川
開
発
に
対
す
る
阿
江
与
助
の
関
与
は
、
情
報
提
供
等

は
考
え
ら
れ
る
が
、
積
極
的
な
投
資
等
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
田
a

川
を
積
み
下
る
諸
荷
物
を
瀧
野
村
等
の
船
が
一
手
に

積
み
請
け
る
こ
と
は
、
自
然
的
条
件
等
か
ら
み
て
当
然
の
事
で
あ
り
、
特
に
大
き
な
権
限
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
田
a

川
開
発
の
範
囲
で
あ
る
。
前
述
の
文
書
に
、「
舟
町
A
瀧
野
村
迄
、
舟
路
切
明
」
と
あ
っ
て
、
こ

の
時
の
田
a

川
開
発
の
対
象
は
、
明
ら
か
に
田
a

舟
町
よ
り
瀧
野
村
ま
で
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
舟
町
よ
り
上
流
の
、
本
郷
村
ま
で
の
水

運
路
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
事
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

田
a

川
開
削
工
事
の
完
成
後
、
田
a

村
の
内
の
川
附
の
地
に
、
川
の
湊
と
し
て
新
田
集
落
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
舟
町
新
田
」
で

あ
る
。
前
述
の
文
書
に
は
、

「
田
a
村
之
内
芝
原
ヲ
お
こ
し
、
高
三
拾
六
石
弐
斗
五
升
ニ
御
定
被
成
、
定
免
拾
四
石
八
斗
七
升
四
合
、
年
々
御
上
納
仕
来
候
」
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と
あ
っ
て
、
田
a

村
の
内
の
芝
原
を
開
発
し
、
検
地
を
受
け
て
村
高
は
三
十
六
石
余
と
決
ま
り
、
年
々
定
免
の
年
貢
と
し
て
十
四
石

余
を
上
納
し
た
と
い
う
。
恐
ら
く
殆
ん
ど
が
屋
敷
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
暦
三
年
に
は
、
家
数
三
十
軒
余
も
あ
り
、
住
人
の
殆

ん
ど
が
「
舟
持
・
加
子
之
者
共
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
田
a
川
水
運
の
拠
点
と
な
っ
た
「
舟
町
」
の
成
立
で
あ
る
。

田
a

川
水
運
路
開
発
に
関
し
て
記
し
た
最
も
古
い
文
書
等
に
よ
っ
て
検
討
し
た
が
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
田
a

川
の
開
発
は
慶
長

九
年
に
開
始
さ
れ
、
田
a

舟
町
よ
り
瀧
野
村
ま
で
の
区
間
を
対
象
と
す
る
開
削
工
事
は
、
慶
長
十
一
年
十
月
或
い
は
十
一
月
ま
で
に
完

成
し
た
。
翌
十
二
年
に
は
領
主
で
あ
る
姫
路
城
主
池
田
氏
よ
り
水
運
の
特
権
が
認
め
ら
れ
る
と
共
に
運
上
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、

後
に
「
田
a

川
船
座
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
発
端
で
あ
る
。
こ
の
開
発
の
主
体
は
一
個
人
で
は
な
く
、
後
に
船
持
と
な
る
有
力
農
民
層

で
あ
り
、
領
主
に
出
願
し
て
許
可
を
得
、
領
主
側
の
協
力
も
あ
っ
た
が
多
く
の
出
資
を
し
て
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
田
a

村
内
の
川

附
き
の
地
に
舟
町
を
開
発
し
、
こ
こ
を
田
a
川
水
運
の
拠
点
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
下
流
の
瀧
野
川
開
発
で
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
開
削
工
事
や
通
船
技
術
に
つ
い
て
、
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
事
は
、
近
世
初

期
の
水
運
路
開
発
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
史
料
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
て
成
立
し
た
田
a

川
舟
運
は
、
そ
の
後
元
和
三
年
、
姫
路
が
本
多
美
濃
守
忠
政
領
と
な
る
と
、
元
和
七
年
よ
り
瀧
野
川
と
共

に
大
坂
商
人
橋
本
淨
全
等
三
人
の
請
負
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
田
a

船
座
」
の
成
立
で
あ
る
。
し
か
し
、
淨
全
等
の
請
負
は
三
ヶ
年
で

終
り
、
元
和
九
年
に
は
再
び
地
元
請
と
な
り
、
恐
ら
く
田
a

村
船
持
の
代
表
と
思
わ
れ
る
伝
入
斉
の
請
負
と
な
っ
た
（
32
）。

こ
の
時
の
請
負

運
上
額
は
「
田
a

村
川
な
ミ
ノ
運
上
」
銀
一
貫
目
と
、
山
方
か
ら
出
る
炭
薪
等
の
山
荷
物
に
か
か
る
「
五
分
一
運
上
」
銀
一
貫
目
で
、

こ
れ
は
瀧
野
と
の
共
同
請
負
で
半
額
を
負
担
し
た
。
次
い
で
寛
永
三
年
、
本
多
政
朝
が
姫
路
に
移
る
と
、
寛
永
八
年
か
ら
は
政
朝
の
子

内
記
政
勝
が
分
封
さ
れ
、
田
a

村
は
そ
の
領
地
と
な
っ
た
の
で
、
運
上
銀
は
内
記
方
へ
上
納
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
寛
永
十
一
年
、
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領
内
の
座
を
御
用
商
人
渡
部
忠
八
が
請
負
う
こ
と
と
な
り
、
田
a
船
座
も
渡
部
忠
八
の
請
負
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
寛
永
十
六
年
に
本
多
氏
が
転
封
と
な
り
、
船
座
は
ま
た
ま
た
地
元
請
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
田
a

村
は
姫
路
領
を
離
れ
て

天
領
と
な
っ
た
の
で
、
運
上
銀
は
代
官
所
へ
納
入
し
た
。
そ
の
後
こ
の
船
座
請
負
は
、
五
ヶ
年
季
、
七
ヶ
年
季
等
で
請
負
人
は
変
っ
て

い
っ
た
。

四
　
本
郷
―
田
a
間
水
運
路

田
a

村
よ
り
上
流
、
本
郷
村
ま
で
の
本
郷
川
水
運
路
に
つ
い
て
は
、
誰
が
何
時
に
開
発
し
た
か
、
こ
れ
迄
に
発
見
さ
れ
て
い
る
文
書

の
中
に
は
殆
ん
ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
暦
三
年
の
文
書
（
33
）

に
、

「
丹
波
本
郷
川
之
御
運
上
、
弐
貫
目
之
所
、
藤
林
市
兵
衛
様
・
小
野
喜
左
衛
門
様
ヘ
御
断
申
上
候
得
ハ
、
卯
年
A
壱
貫
目
御
引
被
成
被

遣
候
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
慶
安
三
年
に
、
丹
波
・
柏
原
藩
主
織
田
上
野
介
信
勝
が
死
去
し
て
改
易
と
な
り
、
藩
領
の
大
部
分
が
天
領
と
な
っ

て
年
貢
米
は
地
払
い
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
毎
年
大
坂
に
送
っ
て
い
た
廻
米
荷
物
が
本
郷
川
に
出
な
く
な
り
、
そ
の
事
情
を
訴
え
て
本
郷

川
の
運
上
金
を
慶
安
四
年
か
ら
半
額
の
銀
一
貫
目
に
引
下
げ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
は
、
こ
の
記
事
に
次
い
で
、「
其
川
下
ニ
而
、
舟
次
を
仕
候
舟
町
之
義
ニ
御
座
候
得
ハ
」
と
あ
り
、
本
郷
川
を
下
っ
て
く
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る
諸
荷
物
を
受
け
、
田
a
舟
町
で
「
舟
次
」（
船
荷
の
積
み
替
え
）
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

即
ち
、
少
な
く
と
も
慶
安
三
年
の
段
階
で
、
本
郷
村
よ
り
舟
町
ま
で
の
本
郷
川
水
運
は
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
運
上
銀
二
貫
目

が
上
納
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
考
え
る
と
、
本
郷
川
の
水
運
路
開
発
は
、
田
a

川
水
運
の
成
立
が
前
提
で
あ
る
の
で
、

慶
長
十
二
年
よ
り
慶
安
三
年
の
間
に
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
開
発
主
体
は
田
a

舟
町
の
船
持
衆
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
明

ら
か
で
は
な
い
。

ま
と
め

以
上
、
多
く
の
文
書
を
対
象
と
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
加
古
川
水
運
の
成
立
に
は
幾
つ
か
の
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

第
一
は
、
最
下
流
の
垂
井
村
辺
よ
り
川
口
ま
で
の
区
間
で
あ
り
、
今
市
・
磯
部
・
垂
井
の
豪
商
農
層
に
よ
っ
て
通
船
が
試
み
ら
れ
、

最
初
の
目
的
は
年
貢
輸
送
で
あ
っ
た
。
そ
の
区
間
で
は
、
川
船
と
操
船
技
術
が
あ
れ
ば
、
開
削
工
事
等
は
殆
ん
ど
必
要
が
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
文
祿
年
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
は
、
中
流
の
瀧
野
村
よ
り
垂
井
村
辺
ま
で
の
区
間
で
、
文
祿
四
年
以
後
に
瀧
野
村
の
土
豪
・
阿
江
与
助
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

投
資
に
よ
り
川
中
の
岩
石
を
除
去
す
る
開
削
工
事
等
を
伴
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
開
発
の
成
功
に
よ
り
、
与
助
は
後
に
「
船
座
」
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と
呼
ば
れ
る
水
運
の
特
権
を
持
つ
と
共
に
、
運
上
金
等
を
負
担
し
た
。

第
三
は
、
田
a

舟
町
よ
り
瀧
野
村
に
至
る
田
a

川
と
呼
ば
れ
る
区
間
で
、
田
a

村
を
中
心
と
す
る
「
船
持
中
」
に
よ
っ
て
、
慶
長
九

年
よ
り
開
削
工
事
等
が
開
始
さ
れ
、
慶
長
十
一
年
末
に
完
成
す
る
。
こ
れ
も
、
後
に
「
船
座
」
と
呼
ば
れ
る
水
運
の
特
権
を
握
る
と
共

に
、
運
上
金
等
を
負
担
し
た
。

第
四
は
、
田
a

川
の
上
流
、
本
郷
村
よ
り
田
a

舟
町
に
至
る
本
郷
川
と
呼
ば
れ
る
区
間
で
、
田
a

川
水
運
の
成
立
以
後
、
即
ち
慶
長

十
二
年
よ
り
慶
安
三
年
ま
で
の
間
に
開
発
さ
れ
、
運
上
金
を
負
担
し
て
い
た
が
、
開
発
主
体
等
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
加
古
川
水
運
は
下
流
か
ら
上
流
に
向
っ
て
、
四
つ
の
段
階
を
経
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

註

(

１)

加
古
川
中
流
の
新
部
村
に
、
戦
国
末
の
天
正
期
に
渡
船
が
あ
っ
た
事
が
、
次
の
文
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

河
井
郷
し
ん
へ

（
新
　
部
）
い
村
船
頭
四
人
ニ
人
夫
令
免
除
候
之
間
可
得
其
意
也

九
月
五
日
　
　
秀
吉
（
花
押
）

河
井
郷
し
ん
へ
い
村山

田
新
介

（
小
野
市
・
山
田
家
文
書
）

(

２)

寛
文
八
年
四
月
「
覚
」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
以
下
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
文
書
は
全
て
同
・
阿
江
家
文
書
で
あ
る
。

(

３)

正
保
三
年
八
月
「
新
町
よ
り
種
々
新
法
仕
候
ニ
付
先
規
A
有
来
候
通
御
理
リ
申
上
候
条
々
」
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(
４)

註
（
２
）
に
同
じ
。

(
５)
八
木
哲
浩
「
加
古
川
の
舟
運
」（「
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
」
第
五
集
、
平
成
七
）。

(

６)
註
（
３
）
に
同
じ
。

(

７)

文
書
の
形
態
は
一
枚
の
折
紙
で
、
表
題
も
無
い
の
で
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
覚
書
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

(

８)

「
加
古
郡
今
市
と
申
所
、
海
船
之
み
な
と
、
小
堀
遠
州
様
之
御
代
官
所
之
時
、
御
船
場
ニ
被
仰
付
候
ニ
付
」（
明
暦
三
年
十
月
「
乍
恐
返
答
仕
指

上
ヶ
申
候
」）
と
あ
る
。

(

９)

前
掲
「
覚
書
」
に
、「
近
辺
諸
荷
物
下
シ
」
と
あ
り
、
正
保
三
年
の
文
書
（
註
（
３
））
に
も
「
多
哥
郡
A
荷
物
を
請
取
積
下
シ
」
と
あ
る
。

(

10)

前
掲
年
不
詳
「
覚
書
」。

(

11)

本

田
（
マ
マ
）
美
濃
守
様
姫
路
ヘ
御
入
部
之
時
、
大
坂
橋
本
淨
全
・
神
吉
九
兵
衛
・
姫
路
左
兵
衛
三
人
と
し
て
田
a

・
瀧
野
両
所
ヲ
銀
四
拾
枚
ニ
御
請

仕
」（
明
暦
三
年
十
月
「
乍
恐
返
答
仕
指
上
ヶ
申
候
」）
と
あ
る
。

(

12)

「
元
和
九
年
亥
ノ
三
月
よ
り
、
多
可
郡
舟
町
・
加
東
郡
瀧
野
村
九
郎
兵
衛
立
合
之
請
所
ニ
被
仰
付
」（
正
保
三
年
八
月
「
覚
」）

(

13)

後
に
「
瀧
野
川
舟
座
運
上
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

(

14)

文
久
二
年
二
月
「
由
緒
書
」
に
付
載
し
て
、
次
の
よ
う
な
元
和
九
年
極
月
晦
日
付
の
請
取
手
形
の
写
が
あ
る
。

本
多
美
濃
守
様
A
元
和
九
亥
年
被
下
置
候
御
請
證
之
写

銀
三
貫
目
御
　
戸
ヘ
納
手
形
壱
枚
之
内
、
壱
貫
目
者
多
可
郡
田
a

村
川
な
ミ
ノ
運
上
、
同
壱
貫
目
者
瀧
野
ニ
て
米
や
と
仕
候
運
上
、
同
壱
貫

目
者
加
東
郡
ヘ
方
々
A
出
候
す
ミ
木
万
五
分
一
之
運
上
、
右
手
形
勘
定
所
ヘ
請
取
申
候
、
以
上

亥
（
元
和
九
）
極
月
晦
日
　
河
村
小
三
郎
印

小
川
喜
左
衛
門
印

瀧
野

六
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九
郎
兵
衛
と
の
へ

田
a
村

伝
入
老

(

15)

「
五
分
一
銀
取
申
候
荷
物
ハ
、
川
筋
江
出
申
候
炭
抹
香
薪
惣
而
山
荷
物
ニ
而
御
座
候
、
先
規
定
リ
御
座
候
而
、
壱
駄
ニ
付
五
分
一
銀
三
分
、
上
ま

へ
銀
壱
分
五
厘
ツ
ゝ
、
薪
弐
拾
駄
積
壱
艘
ニ
付
五
分
一
銀
三
匁
、
上
ま
へ
銀
三
匁
、
前
々
A
請
取
、
五
分
一
銀
半
分
田
a

舟
座
江
相
渡
シ
申
候

御
事
」（
享
保
十
五
年
五
月
「
千
種
清
右
衛
門
様
御
代
官
所
加
東
郡
新
町
村
舟
持
A
五
分
一
銀
之
儀
ニ
付
書
付
指
上
申
候
ニ
付
御
尋
被
為
遊
乍
恐

言
上
仕
候
」）
と
あ
る
。

(

16)

「
田
a

村
ハ
内
記
様
御
領
分
ニ
罷
成
申
候
ニ
付
、
田
a

川
御
運
上
銀
并
五
分
一
銀
御
運
上
共
、
内
記
様
ヘ
指
上
、
瀧
野
川
御
運
上
銀
ハ
姫
路
甲

斐
守
様
ニ
指
上
申
候
、
夫
よ
り
御
地
頭
様
ヘ
格
々
ニ
上
納
仕
」（
享
保
十
五
年
六
月
「
乍
恐
口
上
」）
と
あ
る
。

(

17)

延
宝
七
年
二
月
「
覚
」。

(

18)

「
寛
永
拾
壱
年
戌
ノ
年
A
、
渡
部
忠
八
請
被
申
候
」（
寛
永
二
十
年
「
口
上
ル
一
札
之
事
」）
と
あ
る
。

(

19)

「
先
祖
忠
八
相
勤
候
例
ニ
而
被
仰
付
候
由
、
丑
ノ
年
御
普
代
町
人
渡
部
五
郎
八
ニ
被
仰
付
候
」（
宝
永
四
年
八
月
「
覚
」）。

(

20)

（
寛
永
年
間
）
四
月
、
八
兵
衛
舟
捌
御
用
に
つ
き
申
渡
並
び
に
請
印
状
（「
小
野
市
史
」
史
料
編
Ⅱ
、
六
六
六
頁
）。

(

21)

註(

20)

に
同
じ
。

(

22)

寛
永
二
十
一
年
六
月
「
未
年
分
瀧
野
組
納
米
拂
方
帳
」
そ
の
他
。

(

23)

明
治
三
年
の
「
由
緒
書
」（「
小
野
市
史
」
史
料
編
Ⅱ
、
六
八
七
頁
）
に
、

一
銀
六
拾
目
　
　
八
兵
衛
受
所

河
湊
御
運
上

と
あ
る
。

(

24)

粟
生
船
座
の
成
立
に
つ
い
て
は
、「
慶
長
年
中
A
私
由
緒
御
座
候
而
、
船
捌
御
運
上
所
ニ
被
為
仰
付
」（
文
政
七
年
「
乍
恐
口
上
」、「
小
野
市
史
」

千
葉
経
済
論
叢
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号
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史
料
編
Ⅱ
、
六
八
三
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
川
並
上
曽
我
井
村
A
下
来
住
村
迄
、
上
下
弐
里
半
余
之
間
に
出
ル
御
料
私
領
御
年
貢
米
者
不
及
申
、

百
姓
諸
商
人
荷
物
何
ニ
而
も
舟
之
上
下
支
配
仕
候
御
運
上
浜
ニ
被
為
　
仰
付
、
池
田
武
藏
守
様
御
墨
付
御
証
文
被
為
　
下
置
候
」（
明
治
三
年
五

月
「
粟
生
村
船
捌
御
運
上
由
緒
書
上
帳
」、「
小
野
市
史
」
史
料
編
Ⅱ
、
六
八
七
頁
）
と
も
あ
っ
て
、
成
立
を
慶
長
期
と
し
て
い
る
が
、
史
料
が

共
に
幕
末
・
明
治
期
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
不
明
で
あ
る
。

(

25)

明
治
三
年
五
月
「
船
捌
御
運
上
由
緒
書
上
帳
」（「
小
野
市
史
」
史
料
編
Ⅱ
、
六
八
七
頁
）。

(

26)

享
保
十
一
年
九
月
「
差
入
申
一
札
之
事
」（「
兵
庫
県
史
」
史
料
編
、
近
世
四
、
三
七
四
頁
）。

(

27)

「
慶
安
・
正
徳
年
中
川
筋
a
瀬
船
一
件
写
」（「
兵
庫
県
史
」
史
料
編
、
近
世
四
、
三
六
一
頁
）
の
内
、
正
徳
五
年
七
月
「
乍
恐
指
上
申
口
上
覚
」。

(

28)

文
久
二
年
二
月
「
由
緒
書
」。

(

29)

明
暦
三
年
十
月
「
乍
恐
言
上
」。

(

30)

寛
文
四
年
と
推
定
さ
れ
る
「
乍
恐
書
付
ヲ
以
御
訴
訟
申
上
候
御
事
」
に
は
、
工
事
対
象
に
「
津
万
瀧
四
百
間
余
、
野
村
瀧
五
百
間
、
黒
瀧
五
拾

間
、
大
な
め
ら
ニ
舟
路
を
切
明
」
と
、「
黒
瀧
五
拾
間
」
が
あ
り
、
工
事
完
成
時
期
も
「
慶
長
拾
壱
年
十
一
月
迄
両
瀧
其
外
所
々
普
請
出
来
仕
」

と
、「
十
一
月
」
と
し
て
い
る
。

(

31)

註
（
29
）
に
同
じ
。

(

32)

註
（
14
）「
請
取
手
形
」
参
照
。

(

33)

註
（
29
）
に
同
じ
。

付
記
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
瀧
野
町
・
阿
江
幸
子
氏
、
小
野
市
史
編
纂
室
長
・
石
野
茂
三
氏
に
多
大
の
御
助
力
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
か
わ
な
　
の
ぼ
る
　
本
学
名
誉
教
授
）
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